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VideoFeedbackにおける認知的介入がスピーチパフォーマンスの
自己評価に与える影響
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【問題と目的】社会不安障害（SocialAnxiety Disorder；
SAD）は「恥ずかしい思いをするかもしれない社会的状況ま
たは行為状況に対する顕著で持続的な恐怖」と特徴付けら
れる（APA，2000）。SADの心理学的な維持要因に「自己評
価の歪み」がある。自己評価の歪みの改善には，Video
Feedback（VF）が有効とされている。VFでは，パフォーマ
ンス場面のVideo映像を観察し，自己評価の改善を行う。
VPについて，2つの問題点が指摘できる。第1に，自己評
価・他者評価の測定尺度の整備が挙げられる。第2に，VP
の妨害要因として，Video映像に対する認知の存在である。
本研究では，（1）日本語版SpeechPercepdonQuestionnaire
（SPQ；Rapee＆Lim，1992）の作成，（2）Ⅵd＿eO映像に対する
認知と社会不安との関連性の検討，（3）video Feedbackと
Video映像に対する認知への介入の併用効果の検討を行っ
た。
【研究1】日本語版SPQの作成および自己評価の歪み
原著者の許可を得た上で，日本語版SPQの作成を進め
た（研究1・1）。医師や臨床心理士により日本語訳の内容的安
当性が確認された。また，BackTranslationをもとに，原
著者により訳の妥当性が確認された。SPQはSPQ－Self（自
己評価）とSPQ・Other（他者評価）から構成され，ともに17
項目5件法であり，高得点であるほど評価が低い。日本語
版SPQの有効性を検討するために，スピーチ課題を行っ
た（研究1・2）。実験参加者は，SFNE（笹川他，2004）の平
均点（39点）土0．5SDにより，SFNEの44点以上を高社会不
安群（HS群：n＝10），34点以下を低社会不安群（LS群：n＝10）
に分けられた。各SPQ得点のZ－SCOreを従属変数とし，群
と評価の種類を要因とした2要因4水準の分散分析を行っ
た結果，有意な交互作用が認められた（月1，18］＝4．13，
〆．05）。分析を進めた結果，HS群はLS群より自己評価が
低く，他者評価より自己評価が低かった。すなわち，日本
語版SPQが自己評価の歪みの測定に有効であることが認
められた。
【研究2・1】Ⅵdeo映像に対する認知と
社会不安との関連性
目的　VFの妨害要因として，Ⅵdeo映像に対する認知が指
摘され（Smitseta1．，2006），SAD症状との関連性につい
て検討を行う必要があった。本研究では，協力の同意が得
られた大学生368名を対象に，Video映像に対するネガテ
イブな認知（NC）とポジティブな認知（PC）を取り上げ，社会
不安との関連性を検討した。
結果および考察　研究1・2の基準によりHS群・LS群・中
社会不安群（MS群；SFNE35～43点）に分け，NC・PCを従
属変数とした分散分析を行った結果，群の主効果が認めら
れた（NC；劇2，366）＝28．20，〆．01：PC；劇2，366）＝7．89，
ク＜．01）。事後検定の結果，HS群はMS群・LS群よりも
NCは高くPCは低かったbs＜．05）。つまり，Video映像
に対する高NC・低PCは高社会不安に特異的であり，VF
の妨害要因であることが示唆された。
【研究2・2】ⅥdeoFeedbackにおける
Video映像に対する認知への介入の影響
目的　VP単独の効果（VF群，n＝9）と，VPとVideo映像に
対する認知への介入の併用効果（VF＋群，n＝10）を検討した。
認知的介入は課題直後の測定後に行われた。実験参加者は
研究1－2のHS群の基準を満たすものであった。
結果および考察　分析の結果，SPQ・Se汀に有意な群と時期
の交互作用が認められた（月2，34］＝3．94，〆．05）。VP＋群の
得点はVF群よりVF後に有意に低く，課題直後からVP
後に有意に低下した。また，Video映像に対するNC・PC
は，VF＋群のみ変容が認められた（p＜．05）。なお，VF前に
SPQ－Self・NC・PCの違いは認められなかった。つまり，
Video映像に対する認知への介入の，VPによる自己評価の
歪みの改善効果の促進が示された。
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【総合考察】sADにおけるVFは，Ⅵ．deo映像という客観
的な情報を提供するため，有効性が指摘されてきた。しか
し，本研究により，Video映像に対する認知が妨害要因で
ある可能性が示された。つまり，VPにおいてVideo映像
に対する認知への介入が有効であると示唆された。
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